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１．研究動機・研究目的	

	 ダンスは、昨年度から文部科学省の学習指導により、小学校、中学校、高等学校の保健

体育の教材として取り入れられたことにより、非常に注目を浴びることになった。また、

我が国のストリートダンス人口は 400万人を超え、ストリートダンスが一過性の流行から、
現代文化に浸透してきている傾向がみられる。教育の現場にダンスが取り入れられたこと

は、ダンス文化における一つの転機といえるだろう（中村, 2013）。 
	 日本舞踊やサルサダンス、フラダンス、社交ダンスなど様々なダンスの種類が世の中に

存在する中で、現代的なリズムとされているストリートダンスが現在日本では流行してい

る。ストリートダンスを踊る EXILE、E-girlsなどのボーカル＆ダンスグループの人気向上
の影響などにより、ストリートダンスを始める子供たちが増え、若者を中心にストリート

ダンスの注目が高まり、ストリートダンスを踊り自己表現をしているダンサーに対し、人々

は魅力を感じ、ストリートダンスを行ってみたいと思い始める人が増えている。 
	 ダンスは、誰かに観てもらうことを目的としていることが多くある。そのためダンスを

している人は、自分のパフォーマンスをどう向上させていくかを考えることも多くあり、

その向上要因についても多くあるだろう。 
今後ストリートダンスの振興を考えていくにあたり、どのようにしたらストリートダン

スへの注目が高まるのかという部分で、ダンサーのパフォーマンスが向上することによっ

て、それを観た観客がストリートダンスを好きになる。その連鎖でストリートダンスへの

興味関心が広がってほしい。さらに、ダンサーのパフォーマンスにはモチベーションが大

きく影響するのではないかと考え、本研究ではストリートダンスを行うダンサーの視点か

ら、どのような時にモチベーションが高まり、パフォーマンスが向上するのか、その要因

をとらえ、今後のストリートダンスの振興のための基礎資料として提供することを目的と

する。 
 
２．研究方法	

	 【調査対象】Ｊ大学ストリートダンス部に所属する学生 11 名	

	 【調査期間】2017 年 6 月 28 日、10 月 18 日	

	 【調査方法】フォーカスグループインタビュー調査	

	

３．主な結果と考察	

	 本研究のインタビュー調査に参加した学生は、Ｊ大学のストリートダンス部に入部する

まで、ストリートダンスというジャンルのダンスをあまり理解していない学生が多くいた。



ストリートダンスを始めたきっかけについては、高校の友達や大学の先輩（直接的）、EXILE
などのボーカル＆ダンスユニット（間接的）といった第三者の影響が大きくかかわってい

ることが分かった。ストリートダンス自体は人口も増えてきているが、日本のストリート

ダンスの歴史はまだ浅いこともあり、文化として深く根付いていないため、今後は、日本

におけるストリートダンスの文化を根付かせていくことが重要であると考えられる。スト

リートダンスの魅力に関しては、競技スポーツでは味わうことのできないような勝ち負け

だけじゃない楽しさを味わうことができること、ダンスには影響力があり人を感動させる

ことができること、ダンスを通じてたくさんの人に出会うことができる、自分のイメージ

を表現することができる、自己表現をすることができるなどの意見があがった。すべての

意見から、ストリートダンスには、ダンスの魅力だけではなく、人として成長させてくれ

るような魅力も多くあることがわかり、このような魅力が感じられることもストリートダ

ンスを続けることへのモチベーションになっていると考えられる。 
モチベーションの向上要因に関しては、会場が出来上がったときや衣装またはメイクを

したときなど本番の空気感を感じたときにモチベーションが上がる、また、観客が自分の

踊りを観て沸いてくれた時や一緒に踊っている人の楽しそうな表情を見たときなどの周り

の人の反応などもモチベーションの向上に影響することがわかった。これらのことから、

本番ならではの空気感を味わうことができたときにモチベーションが上がると考えられる

ため、練習の段階でなるべく本番に近いような状況を作り出し、部員一人一人のモチベー

ションをできるだけ高い状態で維持し、質の高い練習を行うことが、本番で高いモチベー

ションで臨むために必要なのではないかと考えられる。	 	 	 	  
	

４．結論	

	 本研究では、Ｊ大学のストリートダンス部に所属する学生にインタビュー調査を行い、

その中でもダンス歴の長さがさまざまな学生から意見を聞いたが、ダンス歴によって有意

な差はみられなかった。調査対象の学生は共通して、モチベーションがパフォーマンスに

影響するという意見で、さらに、各々が各々のモチベーションの向上要因について深く理

解していた。	 	 	 	 	  
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